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成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）
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高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

水の安定供給

安定給水の確保

（企業会計）香川県水道広域化推進事業

上下水道局

企業総務課

087-839-2711

県

平成 年度～28

特別重点 ⑥6- ②ソフト事業（法律による実施義務無）

香川県広域水道事業体設立準備協議会開催数 回

香川県広域水道企業団（仮称）設置進捗率 ％

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

将来にわたって安全な水道水を安定的に供給するため、香川県広域水道事業体検討協議会において、県内水道広域化の業務運営
、施設整備及び水道料金の取扱いなどの基本的事項がとりまとめられたことを踏まえ、２７年４月からは、香川県広域水道企業
体設立準備協議会を設置し、県内水道広域化に向けて具体的な検討を行い、平成３０年度からの香川県広域水道企業団（仮称）
での事業開始を目指す。

職員人件費本市負担金

香川県及び県内１６市町の水道事業体

人口減少に伴う料金収入の減少、施設の老朽化に伴う大量更新や水道職員の大量定年退職による技術力確保の問題
、さらには、頻発する渇水対応など、県内水道事業者が抱える様々な課題を広域化により対応できるよう、香川県
広域水道企業団（仮称）を設立する。

２８年度において、当初の目標どおり、企業
団（仮称）の財政収支・一般会計繰出金、水
道料金・業務運営等の基本方針が示された。

平成 年度29

H29

H29

H29

年度29 事業費本市負担金（システム開発業務委託、外部コンサルティング費用、会議室使用料、事務用品賃借料等）

％100.0

点35

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

15,181 15,347 75,620

7,800 7,345 67,618

7,381 8,002 8,002

Ａ 継続

２８年度においては、協議会を３回（５月、１１月、３月）開催し、３月の協議会では企業団の組織や水道料金、施設整備等の業務執行体制
を取りまとめた水道広域化（基本）計画案（仮）が提示され、今年１１月の企業団設立、平成３０年４月の企業団運営開始に向け、着実に準
備を進めている。

水道広域化（基本）計画案（仮）に基づき、３０年４月からの業務運営開始に向け、企業団システムの開発や個別業務について決定すること
としており、本市も中核水道事業体として積極的に協議に関わっていく。また、水道広域化後の下水道事業については、受付業務や料金徴収
業務など企業団への委託が可能な業務の区別を始め、効率的な事業運営体制を構築できる体制を整える。
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